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香 川 県 県 政 世 論 調 査  

 

令和６年５月 

香川県総務部知事公室広聴広報課 

 

 

１．この調査は、封筒のあて名の方にお願いするものです。回答は、必ずあて名の方

がご記入くださるようお願いいたします。 

２．氏名、住所のご記入は必要ありません。 

３．回答は、あなた自身のお考えにあてはまる番号に〇をつけるか、必要なことを

（     ）にご記入ください。 

４．この調査は、本調査票での郵送回答のほか、インターネットによりご回答いただ

くことも可能です。 

 

 

５．得られた回答については、統計的に処理した上で分析しますので、個人の名前が

出たり、他の目的に使用したりすることは一切ありません。 

６．本調査は、県民の皆さまの関心、認識、要望、意向などを把握し、今後の県政の

施策立案上の基礎資料とするための重要な調査ですので、高齢者の方から若年層

の方まで幅広くご回答いただきますようお願いします。 

特に、近年若年層の方からの回答率が低い傾向にありますので、ご協力をよろし

くお願いします。 

 

 

ご記入いただきました調査票は、三つ折りにして、 

同封の返信用封筒に入れて、６月１９日（水）までに 

ご投函ください。（切手は不要です） 

 

なお、記入方法など分からないことがありましたら、お気軽にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

香川県県政世論調査票 

ご記入にあたってのお願い 

ご記入が終わりましたら 

香川県総務部知事公室広聴広報課 広聴グループ 多田、水田 
 

住 所  高松市番町四丁目１番１０号 
電 話  ０８７－８３２－３０２２(直通) 
ＦＡＸ  ０８７－８６２－３０００ 
Ｅ-mail  kocho@pref.kagawa.lg.jp 

インターネットで回答される方は、回答方法を本調査票の 

裏面に記載していますので、ご覧ください。 
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■はじめに、防災・減災対策についておたずねします。 

 

県民の皆さまが県や市町の防災・減災対策について満足されているか、また、満足さ

れていない方はどこに不満をお持ちなのかを調査し、今後の施策に活かしていきたいと

考えていますので、以下の質問にお答えください。 

 

問１ ご自宅は、お住まいの市町が公開している津波ハザードマップなどで津波による

浸水が想定されていますか。次の中から１つだけ選んでください。 
 

１ 想定されていない 49.6%(48.6%) 

２ 想定されている 25.2%(24.8%) 

３ 分からない 23.9%(25.4%) 

（無回答） 1.3%( 1.2%) 

 

【問１で「２」または「３」と答えた方にお聞きします】 

付問１ あなたが自宅にいるとき、突然今まで経験したことがないような大きな揺れ

に襲われ、その揺れが１分以上続き、大津波警報が発令されたとします。揺れ

が収まった後どのタイミングで避難しますか。昼間に地震が発生したという想

定で、次の中から１つだけ選んでください。 
 

１ 日頃から避難の準備ができており、揺れが収まり次第、 

すぐに避難する（地震後およそ５分以内に避難を開始） 13.1%(12.9%) 

２ 揺れが収まった後すぐには避難しないが、何らかの行動 

を済ませてから避難する（例えば非常持ち出し品・身の 

回り品の準備や、ペット・動物の世話・避難準備といった 

用事など（地震後およそ５～１５分後に避難を開始）） 71.7%(72.8%) 

３ 用事など何らかの行動を済ませた後もしばらく様子を見て、 

津波が見えてから避難する 8.0%( 7.7%) 

４ 最後まで避難するつもりはない、あるいは避難をあきらめ 

ている 5.4%( 5.1%) 

（無回答） 1.8%( 1.6%) 

 

問２ あなたは、防災・減災対策が重要だと思いますか。次の中から１つだけ選んでく

ださい。 
 

１ とても重要である 64.6%(65.6%) 

２ どちらかといえば重要である 31.5%(30.9%) 

３ あまり重要でない 2.3%( 2.1%) 

４ 重要でない 0.3%( 0.3%) 

（無回答） 1.2%( 1.1%) 

 

  

 ⇒ 付問１にお進みください 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

⇒ 問２にお進みください 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

⇒ ３ページ 問３にお進みください 

⇒ ３ページ 付問２にお進みください 
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【問２で「３」または「４」と答えた方にお聞きします】 

付問２ 防災・減災対策が重要でないと思う理由は何ですか。次の中から３つまで選

んでください。 
 

１ 事前の備えをしていなくても、自分や家族は大丈夫という 

自信がある 5.6%( 6.0%) 

２ 災害はいつどこで発生するか分からないので、対策は不可能 

だと思う 44.4%(46.5%) 

３ 自分や家族は、災害の危険箇所に住んだり、行ったりしない 8.3%( 9.5%) 

４ 自分の職業との関わりがあまりない 2.8%( 3.0%) 

５ 香川県では大規模災害が起こることはないと思う 41.7%(38.0%) 

６ 防災・減災対策よりも優先度が高い課題が他にある 13.9%(13.1%) 

７ その他 8.3%( 8.5%) 

（無回答） 16.7%(15.8%) 

 

問３ あなたは、防災・減災対策について満足されていますか。次の中から１つだけ選

んでください。 
 

１ とても満足している 2.3%( 2.8%) 

２ どちらかといえば満足している 44.5%(45.0%) 

３ やや不満である 40.4%(40.0%) 

４ 不満である 9.6%( 9.3%) 

（無回答） 3.2%( 2.9%) 

 

【問３で「３」または「４」と答えた方にお聞きします】 

付問３ あなたが不満に思っているのは、防災・減災対策のうち、どのような取り組

みでしょうか。次の中からあてはまるものをすべて選び、それに伴う付問４、

５、６についても、ご回答ください。 
 

１ 自分や家族で取り組む対策（自分の生命・ 

財産を自分で守るための取り組み） 57.4%(60.0%) 

２ 地域や会社などで取り組む対策（近所や職域で 

共に助け合うための取り組み） 48.3%(47.3%) 

３ 県や市町で取り組んでいる防災・減災対策 

 44.8%(43.2%) 

４ その他 6.0%( 5.5%) 

（無回答） 2.8%( 2.8%) 

⇒ 選択肢２・３のいずれも該当がない方は、５ページ 問４にお進みください 

  

 

⇒ ５ページ 問４にお進みください 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

⇒ 付問３にお進みください 

⇒ ４ページ 付問４にお進みください 

⇒ ４ページ 付問５にお進みください 
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【付問３で「２」と答えた方にお聞きします】 

付問４ あなたは、地域や会社などで、防災・減災に関してどのような取り組みをさ

れていますか。次の中からあてはまるものをすべて選んでください。 
 

１ 勤めている会社や通っている学校などで、災害時のための 

訓練を行っている 22.4%(23.1%) 

２ 隣近所で、高齢者や身体が不自由な方など災害時に配慮が必要 

な人を把握している 16.6%(14.8%) 

３ 自分の居住する地域やマンションなどで、災害時に備えた取り決めや 

会議などを行っている 3.3%( 3.2%) 

４ 新聞やニュースなどで防災に関する情報を収集し、隣近所や 

職場などで共有している 6.0%( 5.9%) 

５ 消防団や自主防災組織の活動に参加している 10.6%( 9.8%) 

６ 防災士の資格を取得している 1.2%( 1.1%) 

７ 勤めている会社などで被災した場合に備え、職場などに食品や 

飲料水を備蓄している 12.4%(13.6%) 

８ 特に何もしていない 46.8%(47.7%) 

９ その他 6.0%( 5.5%) 

（無回答） 7.3%( 7.3%) 
 

【付問３で「３」と答えた方にお聞きします】 

付問５ あなたは、現在、県や市町で取り組んでいる防災・減災対策のうち、どのよ

うな点について不満に思っていますか。次の中から３つまで選んでください。 
 
 

１ 避難所の指定や、ハザードマップの作成など、事前の準備 

が十分でない 13.7%(14.3%) 

２ 避難所の開設状況や避難勧告の発令など、災害時の情報提供 

が十分でない 26.4%(26.4%) 

３ 堤防のかさ上げなどのハード整備が十分でない 16.6%(15.7%) 

４ 避難所における食料、飲料水、医薬品などの備蓄が十分でない 18.9%(19.2%) 

５ 住宅の耐震化や家具の転倒防止の呼びかけなどの普及啓発や 

支援が十分でない 20.2%(20.8%) 

６ 地域の自主防災組織や消防団の活動に対する支援が十分でない 11.4%(11.0%) 

７ 命を守るためのスキルやノウハウが身に付くような実践的な防災 

教育が十分でない 27.7%(28.2%) 

８ 保存食や防災グッズなどの住民に対する配布が十分でない 25.1%(26.7%) 

９ 災害時の住民に対する情報の伝達手段が十分でない 26.4%(26.3%) 

10 県や市町がどんな防災・減災対策に取り組んでいるのかを 

知らない 38.8%(38.5%) 

11 県や市町がいくら防災・減災対策に取り組んでも、絶対に安全で 

あるとは言いきれない 16.6%(16.6%) 

12 その他 9.1%( 8.9%) 

（無回答） 3.6%( 3.1%)  

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 



- 5 - 

【付問５を答えた方にお聞きします】 

付問６ 付問５で回答された選択肢について、具体的な意見があれば選択肢番号と具

体的な意見内容をそれぞれ記入してください。 
 
 

問４ 今後 30 年以内の発生確率が 70～80％と高まっている南海トラフ地震に備えて、

どのような対策を取っていますか。次の中からあてはまるものをすべて選んでくだ

さい。 
 

１ 携帯ラジオや懐中電灯を準備している 63.4%(61.0%) 

２ 近くの学校や公園など避難場所を決めている 43.7%(43.3%) 

３ 貴重品などをすぐ持ち出せるようにしている 24.4%(25.3%) 

４ 風呂などに水をためおきするようにしている 16.6%(15.4%) 

５ 食料や飲料水を準備している 46.7%(45.7%) 

６ 消火器や消火用のバケツを準備している 14.8%(13.6%) 

７ 家具や大型電気製品などを固定し、転倒を防止している 17.9%(17.8%) 

８ 自分の家の耐震性を高くしている 15.2%(15.5%) 

９ 家族や親類などと非常時の連絡方法を決めている 16.4%(16.5%) 

10 防災訓練に積極的に参加している 9.8%( 9.3%) 

11  防災アプリのダウンロードや防災情報メールの登録をしている 16.4%(16.2%) 

12  自宅に「感震ブレーカー」（地震を検知し、自動的にブレーカー 

を切って、送電の再開による火災を防止する効果がある機器） 

を設置している 2.8%( 2.9%) 

13 特に何もしていない 19.4%(19.4%) 

14 その他 2.2%( 2.3%) 

（無回答） 0.8%( 0.7%) 
 

問５ 今後、県や市町に特に力を入れて取り組んでもらいたい防災・減災対策は何です

か。次の中から３つまで選んでください。 
 

１ 食料、飲料水、医薬品などの備蓄 55.0%(56.6%) 

２ 支援物資が確実に避難所に届く体制づくり 58.9%(59.1%) 

３ 避難所での快適な生活環境づくり 51.9%(52.9%) 

４ 避難所やハザードマップなどの情報提供 14.5%(14.1%) 

５ 災害時における被害情報の把握と迅速な情報提供 35.6%(35.0%) 

６ 堤防のかさ上げなどのハード整備 11.5%(11.6%) 

７ 災害に関する計画の充実 6.9%( 6.8%) 

８ 防災に関する広報啓発、防災教育など防災意識の普及・啓発 10.0%( 9.8%) 

９ 近県との広域応援体制の確立 7.8%( 7.9%) 

10 地域の自主防災組織や消防団の活動に対する支援 7.8%( 7.3%) 

11 防災訓練の充実 7.2%( 7.1%) 

12 ボランティア活動に対する支援体制づくり 6.5%( 6.1%) 

13 その他 3.2%( 3.1%) 

14 特にない 1.7%( 1.7%) 

（無回答） 0.9%( 0.8%) 
  

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 



- 6 - 

■次に、環境施策についておたずねします。 

 

県では、「香川県環境基本計画」（令和３～７年度）及び「香川県みどりの基本計画」

（令和３～７年度）を策定し、環境やみどりの保全に関するさまざまな施策を推進してい

ます。皆さんの環境施策についての考えをお伺いし、新たな計画策定に向けての参考とす

るため、以下の質問にお答えください。 

 

問６ あなたの身のまわりの環境［1］～［7］、行政の環境への取り組み［8］～［17］に

対する、＜満足度＞と＜重要度＞について、それぞれ１～５のうち、あてはまる番号

を１つだけ選んで、○をつけてください。 

項    目 

満足度 重要度 

と
て
も
満
足
し
て
い
る 

ま
あ
満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満
で
あ
る 

と
て
も
不
満
で
あ
る 

無
回
答 

と
て
も
重
要
で
あ
る 

ま
あ
重
要
で
あ
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

全
く
重
要
で
な
い 

無
回
答 

身
の
ま
わ
り
の
環
境 

[1] 空気のきれいさ 
23.3 

(22.8) 

55.4 

(55.0) 

14.8 

(15.7) 

2.7 

(2.8) 

1.1 

(1.1) 

2.7 

(2.7) 

51.0 

(50.2) 

32.7 

(33.7) 

4.6 

(4.7) 

0.4 

(0.5) 

0.2 

(0.3) 

11.1 

(10.6) 

[2] 水のきれいさ 

（川、ため池、海など） 

6.4 

(6.4) 

35.4 

(34.2) 

35.1 

(35.2) 

17.3 

(18.3) 

3.9 

(4.0) 

2.0 

(1.9) 

46.4 

(46.3) 

34.8 

(34.8) 

8.0 

(8.4) 

0.6 

(0.7) 

0.0 

(0.0) 

10.2 

(9.8) 

[3] まちの静けさ 
16.6 

(16.9) 

49.3 

(48.7) 

22.7 

(22.9) 

7.5 

(7.5) 

2.0 

(2.1) 

1.9 

(1.9) 

25.4 

(26.0) 

46.5 

(45.9) 

15.9 

(16.3) 

1.6 

(1.7) 

0.1 

(0.2) 

10.4 

(10.0) 

[4] 身近な生き物の豊かさ

（野鳥、昆虫、魚など） 

10.3 

(10.7) 

41.0 

(40.0) 

36.2 

(36.7) 

8.5 

(8.7) 

2.0 

(1.9) 

2.0 

(2.0) 

24.5 

(24.2) 

40.9 

(40.4) 

21.3 

(22.4) 

2.2 

(2.4) 

0.6 

(0.7) 

10.4 

(10.0) 

[5] みどりの豊かさ 

（森林、公園など） 

17.6 

(17.8) 

50.3 

(49.7) 

21.0 

(21.1) 

7.3 

(7.5) 

1.7 

(1.8) 

2.1 

(2.1) 

33.4 

(33.6) 

42.9 

(43.5) 

11.6 

(11.5) 

1.1 

(1.0) 

0.1 

(0.1) 

10.9 

(10.4) 

[6] 景観の美しさ 

（まちなみ、田園風

景、瀬戸内海など） 

15.8 

(15.9) 

52.8 

(52.5) 

23.6 

(24.1) 

4.7 

(4.5) 

1.1 

(1.0) 

2.0 

(2.0) 

31.1 

(31.1) 

44.2 

(44.5) 

13.3 

(13.4) 

0.9 

(1.1) 

0.2 

(0.2) 

10.2 

(9.7) 

[7] 夏や冬のすごしやすさ 
6.9 

(7.2) 

44.0 

(44.1) 

31.3 

(31.0) 

13.8 

(13.6) 

2.4 

(2.5) 

1.5 

(1.5) 

29.1 

(30.2) 

44.1 

(43.6) 

15.7 

(15.5) 

0.9 

(0.9) 

0.1 

(0.1) 

10.2 

(9.7) 

行
政
の
環
境
へ
の
取
り
組
み 

[8] 下水道・浄化槽の汚水処

理対策 

10.1 

(11.0) 

44.3 

(43.4) 

28.7 

(29.1) 

10.8 

(10.2) 

3.9 

(3.9) 

2.3 

(2.3) 

45.7 

(46.2) 

34.0 

(33.6) 

9.1 

(9.3) 

0.6 

(0.6) 

0.2 

(0.2) 

10.4 

(10.0) 

[9] 交通や経済活動に伴

う騒音・振動対策 

6.2 

(6.7) 

39.7 

(39.7) 

34.8 

(34.7) 

13.1 

(13.0) 

3.7 

(3.6) 

2.4 

(2.3) 

28.6 

(29.4) 

44.6 

(44.2) 

15.2 

(15.3) 

0.9 

(0.9) 

0.1 

(0.1) 

10.5 

(10.0) 

[10] 野生生物の保護対策 
2.8 

(3.1) 

24.3 

(24.5) 

59.0 

(58.7) 

8.5 

(8.1) 

2.2 

(2.3) 

3.3 

(3.2) 

18.3 

(19.2) 

36.0 

(35.4) 

31.6 

(31.9) 

2.5 

(2.4) 

0.7 

(0.6) 

11.0 

(10.5) 

[11] 自然公園 

（瀬戸内海国立公園

など）の保全と整備 

5.7 

(6.2) 

45.7 

(45.5) 

39.7 

(39.5) 

4.9 

(4.9) 

0.9 

(0.9) 

3.1 

(3.0) 

23.1 

(23.4) 

43.8 

(43.3) 

20.5 

(21.3) 

1.6 

(1.5) 

0.2 

(0.2) 

10.7 

(10.2) 

[12] 身近に自然とふれあ

える場の整備対策 

5.6 

(6.1) 

34.1 

(34.4) 

43.6 

(42.9) 

11.7 

(12.0) 

1.6 

(1.5) 

3.4 

(3.2) 

18.3 

(18.5) 

43.9 

(44.0) 

24.2 

(24.4) 

2.3 

(2.4) 

0.3 

(0.3) 

11.0 

(10.4) 

[13] 廃棄物の不法投棄対策 
3.0 

(3.4) 

23.9 

(24.6) 

38.9 

(38.8) 

25.4 

(24.5) 

6.3 

(6.2) 

2.6 

(2.5) 

46.2 

(46.5) 

32.4 

(32.6) 

9.9 

(9.9) 

0.9 

(0.8) 

0.2 

(0.2) 

10.4 

(10.0) 

[14] ゴミの分別、リサイ

クル対策 

9.4 

(9.7) 

52.0 

(51.5) 

24.6 

(24.7) 

10.2 

(10.2) 

2.0 

(2.1) 

1.8 

(1.7) 

41.0 

(41.4) 

39.4 

(39.2) 

8.6 

(8.9) 

0.7 

(0.7) 

0.1 

(0.0) 

10.2 

(9.8) 

[15] 地球温暖化対策（再

生可能エネルギー

の導入など） 

2.5 

(2.6) 

18.9 

(19.9) 

58.8 

(58.4) 

13.7 

(13.3) 

3.2 

(3.1) 

2.8 

(2.7) 

37.5 

(37.4) 

30.9 

(31.1) 

18.1 

(18.5) 

2.2 

(2.1) 

0.7 

(0.9) 

10.6 

(10.1) 

[16] 環境に関する情報

提供の取り組み 

1.7 

(2.1) 

18.3 

(18.4) 

62.3 

(62.1) 

12.4 

(12.0) 

2.3 

(2.5) 

3.0 

(2.9) 

22.4 

(22.3) 

39.3 

(39.9) 

25.3 

(25.1) 

1.6 

(1.7) 

0.6 

(0.7) 

10.8 

(10.3) 

[17] 環境教育・環境学習

機会の提供 

1.9 

(2.3) 

17.6 

(18.9) 

62.7 

(61.3) 

12.6 

(12.4) 

1.8 

(1.9) 

3.3 

(3.2) 

23.2 

(23.9) 

35.5 

(35.5) 

28.3 

(27.9) 

1.7 

(1.9) 

0.7 

(0.7) 

10.7 

(10.2)   

※（）内の割合はウェイトバック集計した値（単位：％） 
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問７ あなたは日常生活の中で、どの程度、環境に優しい行動をしていますか。次の［1］

～［13］の行動への取り組み状況について、それぞれ１～４のうち、あてはまる番号

を１つだけ選んで○をつけてください。 
 

項    目 

取り組み状況 

い
つ
も
し
て
い
る 

と
き
ど
き
し
て
い
る 

あ
ま
り
し
て
い
な
い 

全
く
し
て
い
な
い 

無
回
答 

水
質
汚
濁
の
防
止 

[1] 
食器の汚れを拭き取ってから洗ったり、料理の残り油を排

水口に流さないようにしている 
48.1 

(46.4) 

30.6 

(31.2) 

16.9 

(17.7) 

3.4 

(3.7) 

0.9 

(0.9) 

[2] 洗剤の使用量は適量としている 
63.7 

(62.2) 

24.1 

(25.2) 

10.0 

(10.3) 

1.2 

(1.4) 

0.9 

(0.9) 

資
源
の
有
効
利
用
・
廃
棄
物
の
適
正
処
理 

[3] 
買い物するときはマイバッグを持参したり、詰替商品や簡

易包装の商品を購入するなど、ゴミを減らしている 
79.2 

(78.4) 

15.4 

(16.2) 

4.0 

(3.9) 

0.9 

(1.1) 

0.4 

(0.4) 

[4] 
食べ物を大事にして、食べ残しなど、本来食べられるもの

は捨てない 
66.3 

(66.3) 

27.5 

(27.3) 

4.8 

(5.0) 

0.4 

(0.5) 

0.9 

(0.9) 

[5] 
リサイクルショップやフリーマーケットを活用するなど、

再利用に努めている 
12.3 

(13.0) 

27.3 

(27.8) 

39.5 

(38.6) 

19.9 

(19.6) 

1.0 

(1.0) 

[6] 
市町のルールに沿って正しくゴミを分別し、リサイクル回

収に協力している 
87.8 

(86.1) 

9.5 

(11.1) 

1.5 

(1.6) 

0.4 

(0.5) 

0.7 

(0.7) 

[7] 
ゴミのポイ捨て(不法投棄)をしたり、家で燃やしたり（野

外焼却や簡易な焼却炉での焼却）しない 
74.4 

(75.8) 

12.1 

(11.6) 

3.7 

(3.4) 

8.2 

(7.7) 

1.6 

(1.5) 

地
球
温
暖
化
の
防
止 

[8] 
電気をこまめに消したり、冷暖房の温度設定に注意するな

ど節電に努めている 
63.3 

(62.5) 

28.0 

(28.2) 

6.9 

(7.4) 

0.9 

(1.1) 

0.9 

(0.8) 

[9] 
（家族の運転を含め）運転の際には、不必要なアイドリン

グや急発進を控えるなどエコドライブに努めている 
65.1 

(64.3) 

24.6 

(24.8) 

5.3 

(6.0) 

1.4 

(1.5) 

3.7 

(3.3) 

[10] 
外出の際は、マイカーよりも徒歩、自転車、公共交通機関

を利用している 
12.3 

(12.9) 

20.4 

(20.2) 

39.5 

(38.1) 

26.5 

(27.6) 

1.3 

(1.2) 

環
境
保
全
活
動 

[11] 
地域や学校での環境保全活動（美化活動、緑化活動や野生

生物保護活動など）に参加している 
8.2 

(7.4) 

18.8 

(18.6) 

32.4 

(31.9) 

39.5 

(40.9) 

1.2 

(1.1) 

[12] 
環境に関する講座への参加や正しい知識を得るよう努め

ている 
4.5 

(4.5) 

18.8 

(18.3) 

43.2 

(43.0) 

32.5 

(33.2) 

1.0 

(1.0) 

[13] 
身近な環境問題について職場や家庭で話し合ったり、省エ

ネや節電など環境によいことを知人に勧めたりしている 
2.9 

(3.0) 

26.2 

(25.4) 

40.8 

(40.4) 

29.2 

(30.4) 

0.9 

(0.9) 

  

※（）内の割合はウェイトバック集計した値（単位：％） 
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問８ 森林整備と都市緑化のための取り組みについて、効果が高いと思われるものを次の

中から３つまで選んでください。 
 
 

１ 間伐など森林を守り育てる森林整備の推進 57.6%(57.7%) 

２ 公共施設などにおける県産木材の利用促進 17.2%(18.0%) 

３ 県産木材で作った製品などの積極的なＰＲと情報の提供 11.0%(11.2%) 

４ 手入れが行き届いていない竹林や広葉樹林などの里山の 

整備と資源活用の推進 64.6%(63.7%) 

５ 森林整備の担い手の育成・確保 45.1%(44.8%) 

６ 保安林（水源かん養機能などが指定されている森林） 

などの適切な管理・保全 19.6%(19.3%) 

７ 都市公園や森林公園などの適切な整備・管理 33.5%(34.6%) 

８ 建物の屋上や壁面に植物を植えるなど緑化の推進 10.7%(11.5%) 

９ ボランティア・企業などの参加による県民総参加の 

森づくりの推進 11.0%(10.7%) 

10 その他 1.8%( 1.6%) 

（無回答） 2.8%( 2.7%) 

 

問９ ごみの減量化・リサイクルの推進のための取り組みについて、効果が高いと思われ

るものを次の中から３つまで選んでください。 
 
 

１ 広報の充実など県民全体への意識啓発や情報提供の強化 30.8%(29.7%) 

２ 学校や地域における環境学習の充実 36.6%(37.6%) 

３ ごみの多くを占める食品廃棄物※の削減などに重点化した 

取り組み 56.8%(57.6%) 

４ 市町でのごみの分別方法や処理方法の見直し 

（可燃ごみから資源ごみへの変更など） 34.6%(33.8%) 

５ デポジット制度※の導入など生産者による積極的資源回収 

の仕組みづくり 23.8%(23.8%) 

６ スーパーでの買い物袋持参の協力呼びかけや包装の簡素化 28.1%(28.9%) 

７ 地域による環境美化（クリーン作戦など） 20.8%(20.7%) 

８ 不法投棄の監視・通報体制の充実 35.2%(35.3%) 

９ その他 2.6%( 2.3%) 

（無回答） 1.6%( 1.4%) 

 

  

※ 食品廃棄物：いわゆる生ごみ。食品廃棄物のうち35％程度が、食べ残しなどの本来食べられるにも

かかわらず捨てられる食品（食品ロス）と推計されており、無駄なく消費することで削減が見込める。 

※ デポジット制度：飲料などを販売する際に、一定額を預かり金として取り、消費者が容器を返却すると

預かり金を払い戻す制度 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 
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問10 生物多様性※の保全の取り組みについて、効果が高いと思われるものを次の中から
３つまで選んでください。 

 

 
 

１ 絶滅のおそれのある野生動植物の保護 43.2%(45.3%) 
２ 身近な自然（里地・里山・里海）の保全 70.8%(70.7%) 
３ アライグマやヌートリアなど生態系や人間生活に影響を 

与える外来生物の防除 46.9%(46.0%) 
４ 農業被害を発生させるイノシシなどの野生鳥獣の適切な 

管理 67.0%(65.9%) 
５ 自然観察会など生物多様性について理解を深めるための 

普及啓発活動 17.0%(17.4%) 
６ 生物多様性に関する活動を行っている団体などへの支援 19.3%(19.5%) 
７ その他 1.5%( 1.3%) 
（無回答） 2.5%( 2.3%) 
 

問11 瀬戸内海の環境の保全に関する取り組みについて、効果が高いと思われるものを次

の中から３つまで選んでください。 
 

１ 沿岸域の環境（藻場・干潟・自然海浜など）の保全・ 
再生・創出 50.1%(49.1%) 

２ 水質の保全・管理（産業排水の規制、下水道の整備、有害 
化学物質の対策など） 66.9%(67.4%) 

３ 自然景観・文化的景観の保全（自然公園、緑地、史跡の保全、 
海ごみ対策など） 44.9%(45.7%) 

４ 持続可能な水産資源の維持・管理の推進 29.7%(29.6%) 
５ 健全な物質（栄養塩※など）の循環機能の維持・回復 17.1%(17.3%) 
６ 水質などの監視測定や調査研究 21.8%(22.2%) 

７ 瀬戸内海に面した府県などとの連携の強化 27.5%(28.2%) 
８ 情報提供、広報の充実 4.9%( 4.9%) 
９  環境学習の推進 9.3%( 9.0%) 
10 その他 1.2%( 1.0%) 
（無回答） 2.1%( 2.0%) 

 
 
 
問12 環境保全活動への参加と協働のための取り組みについて、効果が高いと思われるも

のを次の中から３つまで選んでください。 
 

１ 学校における環境教育・環境学習の充実 59.9%(60.8%) 
２ 生涯学習における環境教育・環境学習の充実 33.1%(32.4%) 
３ 環境教育・環境学習の指導者や環境保全活動リーダーの育成 29.7%(28.7%) 

４ 環境保全団体や活動リーダーへの支援 19.0%(19.2%) 
５ 環境保全活動団体や活動リーダー相互の連携の強化 12.7%(12.8%) 
６ 行政や企業、環境保全活動団体、自治体等の連携強化 51.3%(50.8%) 
７ 環境保全活動参加のきっかけとなるような啓発イベントの実施 27.2%(28.1%) 
８ 環境保全活動に関する情報提供、広報の充実 22.5%(21.6%) 
９ その他 1.4%( 1.2%) 
（無回答） 3.4%( 3.3%) 

問 13 環境施策に関する要望がありましたら、自由にご記入ください。 
  

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※ 生物多様性：さまざまな生き物が将来にわたって共存できる状態 

※ 栄養塩：植物が育つための栄養分として必要な窒素やリンなどの物質のこと 
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■次に、食習慣・生活習慣についておたずねします。 

 

 

子どもから高齢者まで、県民の皆さま一人ひとりが食に関する正しい知識や望ましい

食習慣を身に付けるとともに、本県の地場産物や食文化についても理解を深め、健全な

食生活を実践できるよう、食育※の推進に取り組んでいきたいと考えていますので、以

下の質問にお答えください。 

 

 

問14 あなたは健康や食生活について、普段から意識していますか。次の中から１つだ

け選んでください。 
 

１ 十分に意識している 24.1%(23.5%) 

２ 十分ではないが意識している 65.8%(65.5%) 

３ あまり意識しているとは言えない 9.2%(10.1%) 

４ 全く意識していない 0.4%( 0.5%) 

（無回答） 0.4%( 0.4%) 

 

 

問15 食事は、家族や友人、知人と一緒に取りますか。次の中から１つだけ選んでくだ

さい。 
 

１ ほとんど毎日１回以上は一緒に取る 73.2%(72.9%) 

２ ２日に１回程度は一緒に取る 4.6%( 5.2%) 

３ 週に１～２回程度は一緒に取る 10.0%(10.1%) 

４ ほとんどない 11.5%(11.2%) 

（無回答） 0.7%( 0.7%) 

 

 

問16 食事で主食・主菜・副菜※の３種類をそろえて食べるようにしていますか。次の

中から１つだけ選んでください。 

    ※【主食】：ごはん、パン、うどんなど 

     【主菜】：肉、魚、卵、大豆料理など 

     【副菜】：野菜、きのこ、いも、海藻料理など 
 

１ はい 79.0%(78.0%) 

２ いいえ 20.3%(21.3%) 

（無回答） 0.7%( 0.7%) 

 

 

  

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※ 食育：食育基本法において「『食』に関する知識と『食』を選択する力を習得し、健全な

食生活を実践することができる人間を育てること」とされています。 
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問17 食事で主食・主菜・副菜の３種類をそろえた食事を１日に２回以上食べることは、

週に何日ありますか。次の中から１つだけ選んでください。 

 

１ ほとんど毎日ある 46.0%(45.4%) 

２ 週に４～５日ある 23.0%(23.3%) 

３ 週に２～３日ある 20.5%(20.7%) 

４ ほとんどない 9.7%( 9.8%) 

（無回答） 0.7%( 0.8%) 

 

 

問18 うどんを食べるときは副食※を一緒に取るようにしていますか。次の中から１つ

だけ選んでください。 

※【副食】：小鉢や天ぷらなどのおかず（寿司やおにぎりなどのご飯類、パン類は除く。） 
 

１ はい 73.9%(73.4%) 

２ いいえ 25.1%(25.7%) 

（無回答） 0.9%( 0.9%) 

 

 

問19 朝食を食べる回数について、次の中から１つだけ選んでください。 

 

１ ほとんど毎日食べる 83.0%(81.6%) 

２ 週に４～５回食べる 5.0%( 5.5%) 

３ 週に２～３回食べる 3.9%( 4.3%) 

４ ほとんど食べない 7.5%( 8.0%) 

（無回答） 0.5%( 0.5%) 

 

 

問20 あなたの身長・体重をご記入ください。 

 

１ 身長 平均 162㎝ 

２ 体重 平均 59㎏ 

 

  

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 
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問21 県民が健全な食生活を実践するために必要と思うことはどれですか。次の中から

あてはまるものをすべて選んでください。 
 

１ 家庭における食育の推進 60.8%(61.0%) 

２ 学校・保育所などにおける食育の推進 54.1%(54.5%) 

３ ライフステージ（若年世代、働き盛り世代、高齢者など） 

に応じた食育の推進 47.1%(46.7%) 

４ 環境と調和のとれた食と農水産への理解の促進 

（食品ロスの削減の推進など） 36.4%(35.0%) 

５ 地産地消※の取り組みの推進 48.1%(48.0%) 

６ かがわの食文化の継承 26.4%(26.1%) 

７ 食育推進のための県民運動（地域のネットワークや各種 

広報媒体による普及啓発など） 10.4%( 9.9%) 

８ 食の安全・安心の推進 52.7%(51.0%) 

９ 食に関するボランティアや関係団体などとの連携・協働 

による食育の推進 10.1%(10.0%) 

10 その他 2.8%( 2.7%) 

11 分からない 2.9%( 2.6%) 

（無回答） 1.2%( 1.1%) 

 

 

 

問22 今後１年間、健全な食生活を実践するために、あなたはどのようなことをしたい

と思いますか。次の中からあてはまるものをすべて選んでください。 

 

１ 家族や友人と食卓を囲む機会を増やしたい 37.5%(39.0%) 

  ２ 地場産物を購入したい 45.3%(44.9%) 

  ３ 食べ残しや食品の廃棄を削減したい 64.4%(64.0%) 

  ４ 生産から消費までのプロセスを理解したい 10.7%(10.3%) 

  ５ 食品の安全性について理解したい 40.5%(38.5%) 

  ６ 規則正しい食生活を実践したい 63.3%(62.0%) 

  ７ 栄養バランスのとれた食生活を実践したい 75.3%(75.3%) 

  ８ 家庭で調理する機会を増やしたい 28.6%(29.2%) 

  ９ 食文化を伝承したい 10.4%(10.3%) 

  10 その他 2.1%( 1.9%) 

  11 何もしたいと思わない 1.3%( 1.2%) 

（無回答） 0.7%( 0.6%) 

 

  

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※ 地産地消：「地域生産－地域消費」の略語で、地域でとれた農林水産物をできるだけ地域

で消費しようという意味 
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■次に、人権問題についておたずねします。 

 

人権問題の啓発を進めるにあたり、皆さんの人権に関するお考えをお聞きしたいので、

以下の質問にお答えください。 
 

問23 今の日本は人権が尊重されている社会であると思いますか。次の中から１つだけ

選んでください。 
 

１ そう思う 11.4%(10.9%) 

２ どちらかといえばそう思う 45.1%(45.0%) 

３ どちらともいえない 26.0%(26.1%) 

４ どちらかといえばそうは思わない 8.5%( 8.7%) 

５ そうは思わない 5.4%( 5.9%) 

６ 分からない 3.0%( 2.9%) 

（無回答） 0.6%( 0.5%) 

 

 

問24 この５～６年の間に、日本で人権が侵害されるようなことが、少なくなってきた

と思いますか、多くなってきたと思いますか。次の中から１つだけ選んでください。 
 

１ 少なくなってきた 21.7%(21.6%) 

２ あまり変わらない 44.3%(44.8%) 

３ 多くなってきた 16.6%(16.5%) 

４ 分からない 16.5%(16.3%) 

（無回答） 0.9%( 0.7%) 

 

 

問25 あなた、または、あなたの家族が、今までに人権を侵害されたと思ったことがあ

りますか。どちらか１つだけ選んでください。 

 

１ ある 18.6%(18.5%)⇒ それはいつですか。直近の時期を１つだけ 

選んでください。 

(1) １年以内 25.1%(26.4%) 

(2) １年を超えて５年以内 32.2%(33.6%) 

(3) ５年を超えて１０年以内 14.9%(13.9%) 

(4) １０年を超えて２０年以内 12.5%(12.1%) 

(5) ２０年を超えて前 10.2%( 9.1%) 

（無回答） 5.1%( 4.9%) 

 

 

２ ない 79.2%(79.4%)⇒ １４ページ 問２６にお進みください 

（無回答） 2.2%( 2.1%)  

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

⇒ １４ページ 付問７～８に 

お進みください 
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【付問７と付問８については、問２５で「1」と答えた方にお聞きします】 

付問７ あなた、または、あなたの家族は、どのようなことで人権が侵害されたと思

いますか。次の中からあてはまるものをすべて選んでください。 
 

１ あらぬうわさ、悪口、かげ口 40.0%(41.1%) 

２ なかまはずれ、嫌がらせ 32.9%(33.3%) 

３ 名誉や信用を傷つけられた、侮辱された 28.2%(26.9%) 

４ 差別待遇（人種・信条・性別・社会的身分などにより、 

不平等または不利益な取り扱いをされた） 21.6%(22.9%) 

５ プライバシーの侵害 14.1%(16.2%) 

６ インターネットやＳＮＳ（スマホ）上での誹謗中傷 4.7%( 6.0%) 

７ 学校での不当な待遇 9.8%(10.0%) 

８ 職場での不当な待遇 33.3%(32.4%) 

９ パワー・ハラスメント 31.4%(31.5%) 

10 セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ） 8.2%( 8.7%) 

11 ストーカー行為 4.7%( 5.1%) 

12 家庭内暴力 4.7%( 5.1%) 

13 虐待 1.6%( 1.8%) 

14 その他 7.8%( 7.8%) 

（無回答） 3.9%( 4.0%) 
 

付問８ 人権侵害があったとき、どのような対応をされましたか。次の中からあては

まるものを３つまで選んでください。 
 

１ 何もせず、我慢した・無視した 56.5%(56.7%) 

２ 相手に抗議するなどした 23.9%(24.1%) 

３ 家族・親戚に相談した 34.9%(36.7%) 

４ 友だち・同僚・職場の上司に相談した 30.2%(30.5%) 

５ 弁護士に相談した 2.0%( 1.4%) 

６ 法務局または人権擁護委員に相談した 0.8%( 0.8%) 

７ 県庁・市役所・町役場・学校・隣保館に相談した 7.5%( 7.4%) 

８ 警察に相談した 7.1%( 7.7%) 

９ 民間団体などに相談した 2.4%( 2.5%) 

10 地域の自治会長や民生委員・児童委員に相談した 0.8%( 0.8%) 

11 その他 6.3%( 6.3%) 

（無回答） 3.1%( 3.2%) 
 

問26 もし人権侵害と思われる差別的な言葉や動作を見聞きしたとき、あなたは、どの

ようにすると思いますか。次の中から１つだけ選んでください。 
 

１ 差別は間違いであると指摘する 27.1%(27.1%) 

２ 何もせず黙っている 24.8%(24.3%) 

３ 相手（の話）に合わせる 3.9%( 4.2%) 

４ 話題を変えるよう努力する 26.2%(27.4%) 

５ 人権に関する相談機関（行政機関・隣保館・民間団体・ 

人権擁護機関など）に相談する 9.1%( 8.7%) 

６ その他 4.5%( 4.4%) 

（無回答） 4.3%( 3.9%)  

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 
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問27 日本における人権課題について、あなたの関心があるものはどれですか。次の中

からあてはまるものをすべて選んでください。 
 

１ 女性 36.2%(37.5%) 
２ 子ども 32.4%(33.1%) 
３ 高齢者 33.5%(31.0%) 
４ 障害者 50.5%(50.2%) 
５ 同和問題 22.5%(22.3%) 
６ 外国人 15.0%(15.5%) 
７ ハンセン病回復者、ＨＩＶ感染者など 10.8%(11.1%) 
８ 犯罪被害者など 12.6%(12.9%) 
９ インターネットによる人権侵害 47.6%(47.7%) 
10 アイヌの人々 5.2%( 5.4%) 
11 刑を終えて出所した人 9.8%(10.0%) 
12 性的少数者（同性愛や両性愛の人、性別違和の人 

（ＬＧＢＴ）など） 18.9%(19.6%) 

13 北朝鮮当局による拉致問題など 20.0%(18.7%) 
14 ホームレス 8.3%( 8.3%) 
15 人身取引 9.2%( 9.5%) 

16 東日本大震災に伴う放射線被ばくについての風評被害 15.0%(14.5%) 
17 新型コロナウイルス感染症 13.4%(13.1%) 
18 その他 1.3%( 1.3%) 
19 特にない 7.5%( 7.4%) 
（無回答） 1.8%( 1.6%) 
 

問28 人権に関わる宣言、法律、条例、計画、啓発行事のうち、あなたが知っている項

目はありますか。次の中からあてはまるものをすべて選んでください。 
 

１ 香川県部落差別事象の発生の防止に関する条例 17.1%(17.1%) 

２ 香川県人権教育・啓発に関する基本計画 9.5%( 9.7%) 

３ 人権教育及び人権啓発の推進に関する法律 8.3%( 8.4%) 

４ 本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた 

取組の推進に関する法律（ヘイトスピーチ解消法） 9.8%( 9.8%) 

５ 部落差別の解消の推進に関する法律（部落差別解消推進法） 19.4%(19.3%) 

６ 性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する 

国民の理解の増進に関する法律 13.1%(13.1%) 

７ 世界人権宣言 35.2%(36.3%) 

８ 憲法週間（５月１日～７日） 22.4%(21.0%) 

９ 同和問題啓発強調月間（８月） 20.5%(20.1%) 

10 人権週間（１２月４日～１０日） 32.9%(33.5%) 

11 特にない 31.2%(30.7%) 

（無回答） 5.6%( 5.1%) 

 

問29 多くの人権課題がある中で、日本の社会に「同和問題」、「部落差別」などと言わ

れる問題があることを知っていますか。次の中から１つだけ選んでください。 
 

１ 知っている 89.0%(88.5%) 

２ 知らない 9.3%( 9.9%) 

（無回答） 1.7%( 1.6%) 
  

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

⇒ １６ページ 付問９～１２にお進みください 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

⇒ １７ページ 問３０にお進みください 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 
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【付問９から付問１２までについては、問２９で「１」と答えた方にお聞きします】 

付問９ 同和問題について、あなたが初めて知ったきっかけは何ですか。次の中から

１つだけ選んでください。 
 

１ 家族から聞いた 34.6%(31.5%) 

２ 近所の人から聞いた 6.0%( 5.6%) 

３ 職場の人から聞いた 5.1%( 4.9%) 

４ 講演会・研修会など 6.2%( 5.6%) 

５ 学校の授業 34.6%(39.6%) 

６ テレビ、新聞など 6.4%( 6.1%) 

７ インターネットやＳＮＳ（スマホ） 0.3%( 0.4%) 

８ その他 2.8%( 2.6%) 

９ 分からない 3.1%( 2.8%) 

（無回答） 0.9%( 0.8%) 
 

付問 10 同和問題に関して、あなたはこれまで、どのような差別を見聞きしたことが

ありますか。次の中から３つまで選んでください。 
 

１ 差別的な言動 42.4%(43.8%) 

２ 差別的な落書き 5.3%( 5.4%) 

３ インターネットやＳＮＳ（スマホ）を悪用した差別的な 

情報の掲載 11.7%(14.1%) 

４ 就職・職場での差別・不利な扱い 15.2%(15.8%) 

５ 結婚問題での周囲の反対 51.4%(48.9%) 

６ 身元調査を実施すること 30.8%(29.0%) 

７ 地域の活動や付き合いでの差別・不利な扱い 15.2%(15.4%) 

８ 土地差別調査（土地や建物の取引に関連して、同和地区の 

有無などの差別的な調査をすること）の実施 13.3%(13.1%) 

９ その他 2.1%( 2.0%) 

10 特にない 14.4%(14.3%) 

11 分からない 4.1%( 3.9%) 

（無回答） 1.3%( 1.2%) 
 

付問 11 同和問題を解決するために必要と思われることは何ですか。次の中からあて

はまるものをすべて選んでください。 
 

１ 人権全般にわたっての意識を高める 49.7%(48.7%) 

２ 啓発・広報活動を推進する 23.9%(22.7%) 

３ 相談活動を充実する 14.0%(13.9%) 

４ 人権が侵害された被害者の救済制度を充実する 17.9%(18.7%) 

５ 相互の理解を深める交流会を開催する 10.9%(11.8%) 

６ 家庭で子どもに差別しないように教える 37.4%(37.6%) 

７ 差別に関わることを見聞きしたときは、その場で注意する 12.6%(12.7%) 

８ えせ同和行為(差別を利用した不当要求行為)を排除する 26.8%(26.4%) 

９ そっとしておけば差別は自然になくなる 13.0%(12.5%) 

10 どのようにしても差別はなくならない 20.1%(20.7%) 

11 その他 5.9%( 6.2%) 

12 分からない 9.7%( 9.1%) 

（無回答） 1.2%( 1.1%)   

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 
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付問 12 あなたのお子さんの結婚しようとする相手が、同和地区の人であると分かっ

た場合、あなたはどうすると思いますか。次の中から１つだけ選んでください。 
 

１ 子どもの意思を尊重する 38.5%(40.3%) 

２ 親としては反対するが、子どもの意思が強ければ 

結婚を認める 22.2%(21.3%) 

３ 家族や親戚の反対があれば、結婚を認めない 4.4%( 4.4%) 

４ 絶対に結婚を認めない 4.3%( 4.0%) 

５ 分からない 28.8%(28.3%) 

（無回答） 1.7%( 1.7%) 

 

問30 あなたは、人権啓発を推進するためには、県民に対してどのような啓発広報活動

が効果的であると思いますか。次の中からあてはまるものをすべて選んでください。 
 

１ テレビ・ラジオを活用した啓発 42.7%(43.0%) 

２ 県・市町の広報誌 35.3%(34.6%) 

３ 新聞・雑誌・週刊誌 19.9%(19.7%) 

４ 映画・ビデオを活用した啓発 15.6%(16.2%) 

５ パンフレット・ポスター 13.3%(13.5%) 

６ インターネットやＳＮＳ（スマホ） 27.7%(31.4%) 

７ 講演会や研修会、座談会 17.8%(16.7%) 

８ 人権問題をテーマとした行事（じんけんフェスティバル、 

ポスターパネル展など） 14.2%(14.1%) 

９ 高齢者・障害者などの擬似体験 18.7%(18.6%) 

10 相互の理解を深めるための交流会 12.3%(12.2%) 

11 その他 4.7%( 4.7%) 

（無回答） 10.7%(10.1%) 

 

問 31 あなたは、過去１年間で、人権に関わる啓発を見聞きしたり参加したりして、ど

のような印象や感想を持ちましたか。次の中から１つだけ選んでください。 
 

１ 人権問題を解決するため自分も何とかしたいと思った 6.1%( 6.7%) 

２ よく理解でき、人権の大切さが分かった 19.9%(20.5%) 

３ 理解できたが、自分には関係のないことだと思った 4.8%( 4.8%) 

４ このようなことをしても人権侵害はなくならないと思った 12.7%(12.9%) 

５ その他 2.7%( 2.6%) 

６ 見聞きしたり参加したりしたことはない 46.5%(45.8%) 

（無回答） 7.2%( 6.6%) 

 
 

 

 

 

  

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 
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県では、令和３年度からの新たな香川づくりの指針として、「『人生 100 年時代のフロ

ンティア県・香川』実現計画」※を策定しています。 

この計画を着実に推進し、県民の皆さまのニーズ（要望）に対応した県政を進めるた

めに、この計画で示している２６の分野を対象に、皆さまが考える重要度と満足度につ

いてお伺いします。以下の質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

問32 計画の基本方針「安全・安心で住みたくなる香川をつくる『県民１００万人計画』」

の実現に向けて展開している[１]～[13]の分野について、あなたの＜重要度＞と＜満

足度＞を、それぞれ１～５のうち、あてはまる番号を１つだけ選んで、○をつけてく

ださい。 

 

 

重要度 満足度 
と
て
も
重
要
で
あ
る 

ま
あ
重
要
で
あ
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

全
く
重
要
で
な
い 

無
回
答 

と
て
も
満
足
し
て
い
る 

ま
あ
満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満
で
あ
る 

と
て
も
不
満
で
あ
る 

無
回
答 

[1] 子育て支援社会の実現 
○経済的負担の軽減  
○子育て拠点の充実 
○みんなで子育て 

58.7 

(61.3) 

28.0 

(26.3) 

9.6 

(9.0) 

0.9 

(0.9) 

0.7 

(0.6) 

2.0 

(2.0) 

2.3 

(2.8) 

26.2 

(25.5) 

53.5 

(53.2) 

9.5 

(10.1) 

3.9 

(4.0) 

4.7 

(4.4) 

[2] 教育の充実 
○学校教育の充実  
○家庭や地域の教育力の向上 

43.5 

(42.7) 

31.5 

(30.8) 

17.3 

(17.8) 

3.3 

(4.0) 

1.9 

(2.2) 

2.6 

(2.4) 

16.2 

(18.3) 

29.2 

(29.1) 

42.2 

(40.3) 

5.5 

(5.8) 

1.7 

(1.5) 

5.2 

(4.9) 

[3] 男女共同参画社会の実現 
○男女共同参画社会の実現に向

けた社会基盤の構築 
○あらゆる分野における女性の

活躍推進 
○女性の安全・安心の確保 

39.7 

(42.1) 

36.4 

(35.3) 

19.6 

(18.4) 

1.3 

(1.3) 

0.6 

(0.6) 

2.4 

(2.3) 

3.4 

(4.3) 

25.4 

(25.8) 

55.3 

(54.0) 

8.8 

(8.9) 

1.8 

(2.0) 

5.3 

(5.0) 

[4] 健康長寿の推進 
○健康づくりの推進 
○社会参加の促進と生きがいづ
くりの推進 

29.2 

(28.2) 

40.2 

(39.6) 

23.5 

(24.6) 

3.6 

(4.1) 

1.6 

(1.8) 

1.9 

(1.8) 

16.3 

(18.9) 

29.0 

(28.4) 

44.4 

(43.1) 

4.7 

(4.3) 

0.7 

(0.7) 

4.8 

(4.6) 

[5] 地域福祉の推進 
○ともに支え合う社会づくりの

推進 
〇障害者の自立と社会参加の 

促進 
〇高齢者の安全の確保 

42.1 

(42.9) 

40.2 

(39.1) 

14.4 

(14.7) 

0.9 

(0.9) 

0.4 

(0.4) 

2.0 

(2.0) 

2.5 

(2.9) 

28.3 

(28.5) 

53.5 

(53.1) 

8.8 

(8.9) 

1.8 

(1.8) 

5.0 

(4.8) 

■最後に、県政の重要度と満足度についておたずねします。 

 

 

 

※「人生 100 年時代のフロンティア県・香川」実現計画 

本県のめざす基本的方向とそれを実現するための方策を明らかにした県政運営の

基本指針となる総合計画で、計画期間は令和３年度から令和７年度の５年間です。 

【香川県ホームページ】https://www.pref.kagawa.lg.jp/seisaku/sogo/sogokeika

kuminaoshi/keikakuminaoshi.html 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値（単位：％） 

［ 分 野 ］ 
 

○各分野の施策 
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重要度 満足度 
と
て
も
重
要
で
あ
る 

ま
あ
重
要
で
あ
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

全
く
重
要
で
な
い 

無
回
答 

と
て
も
満
足
し
て
い
る 

ま
あ
満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満
で
あ
る 

と
て
も
不
満
で
あ
る 

無
回
答 

[6] 安心できる医療・介護の充実

確保 
○安全で質の高い医療の確保 
○医師・看護職員の確保 
○新興・再興感染症等の対策の 
強化 

○介護サービス等の充実 

53.1 

(51.5) 

26.3 

(26.3) 

15.5 

(16.7) 

2.3 

(2.5) 

0.9 

(1.1) 

1.9 

(1.8) 

11.5 

(13.4) 

33.7 

(33.6) 

35.2 

(33.8) 

12.6 

(12.3) 

2.2 

(2.3) 

4.8 

(4.5) 

[7] 防災・減災社会の構築 
○南海トラフ地震・津波対策の 
推進 

○大規模な風水害に強いまちづ
くりの推進 

○危機管理体制の強化  
○防災意識の向上 
○安心につながる社会資本の整備 

57.7 

(57.2) 

30.8 

(30.9) 

8.5 

(8.9) 

0.6 

(0.6) 

0.4 

(0.5) 

2.0 

(2.0) 

2.5 

(3.3) 

21.7 

(22.0) 

53.8 

(52.4) 

13.4 

(13.9) 

3.5 

(3.6) 

5.0 

(4.8) 

[8] 安心して暮らせる水循環社会

の確立 
○水の安定供給の確保 
○水循環の促進 

48.4 

(46.7) 

31.6 

(31.7) 

16.2 

(17.8) 

1.2 

(1.3) 

0.3 

(0.3) 

2.3 

(2.2) 

12.3 

(13.7) 

42.6 

(42.1) 

33.1 

(32.1) 

5.4 

(5.6) 

1.2 

(1.2) 

5.4 

(5.2) 

[9] 安全で安心できる暮らしの形成 
○安全な交通社会の実現 
○犯罪に強い社会の実現 
○暮らしにおける安全確保 
○セーフティネットの充実 

53.0 

(53.4) 

34.6 

(33.7) 

9.6 

(10.1) 

0.3 

(0.3) 

0.3 

(0.4) 

2.2 

(2.1) 

3.9 

(4.4) 

27.8 

(26.9) 

51.0 

(51.1) 

9.1 

(9.4) 

2.8 

(3.0) 

5.6 

(5.3) 

[10] 定住人口の拡大 
○移住の促進 
○若者の定住促進 
○地域を支える活動の促進 

27.9 

(28.0) 

37.2 

(35.8) 

28.9 

(30.0) 

2.7 

(3.0) 

0.8 

(0.8) 

2.6 

(2.4) 

8.5 

(10.5) 

20.4 

(21.2) 

51.6 

(49.0) 

10.7 

(10.7) 

3.4 

(3.5) 

5.4 

(5.1) 

[11] 魅力ある大学づくり 
○県内大学等の充実強化 
○県内大学等との連携強化 

29.7 

(31.9) 

33.9 

(33.6) 

28.6 

(26.7) 

3.3 

(3.3) 

1.2 

(1.2) 

3.3 

(3.2) 

1.5 

(2.0) 

15.5 

(15.7) 

66.7 

(65.5) 

8.0 

(8.5) 

2.3 

(2.7) 

6.0 

(5.6) 

[12] 人権尊重社会の実現 
○人権啓発の推進 
○人権・同和教育の推進 
○人権擁護活動の充実 

18.6 

(18.9) 

37.4 

(36.3) 

33.9 

(34.5) 

5.5 

(5.7) 

1.9 

(2.0) 

2.7 

(2.6) 

8.1 

(9.7) 

21.5 

(22.4) 

59.9 

(57.7) 

4.0 

(3.8) 

0.9 

(1.1) 

5.6 

(5.3) 

[13] 青少年の育成と県民の社会

参画の推進 
○青少年の健全育成  
○生涯学習の促進 
○ＮＰＯ・ボランティア活動の 
促進 

33.9 

(36.0) 

37.9 

(36.3) 

22.7 

(22.2) 

2.0 

(2.1) 

0.2 

(0.3) 

3.3 

(3.2) 

1.6 

(2.4) 

20.2 

(20.9) 

67.1 

(66.2) 

4.5 

(4.2) 

0.6 

(0.6) 

6.1 

(5.8) 

 

付問13 問32で＜満足度＞が「やや不満である」または「とても不満である」と答えた方
は、よろしければ、不満と思っている具体的な内容と、どのような改善が必要であ
るとお考えかをお答えください。 

 

［ 分 野 ］ 
 

○各分野の施策 
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問 33 計画の基本方針「活力に満ち挑戦できる香川をつくる『デジタル田園都市１００

計画』」の実現に向けて展開している[14]～[23]の分野について、あなたの＜重要

度＞と＜満足度＞を、それぞれ１～５のうち、あてはまる番号を１つだけ選んで、

○をつけてください。  

 

重要度 満足度 
と
て
も
重
要
で
あ
る 

ま
あ
重
要
で
あ
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

全
く
重
要
で
な
い 

無
回
答 

と
て
も
満
足
し
て
い
る 

ま
あ
満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満
で
あ
る 

と
て
も
不
満
で
あ
る 

無
回
答 

[14] 商工・サービス業の振興 
○企業立地の促進と産業基盤の強化 
○創業や新事業展開の促進 
○特長ある産業の育成・集積 
○デジタル化等による競争力の強化 
○産業の成長を支える人材の育成 
○中小企業の経営支援 
○企業の海外展開の促進 

29.0 

(30.1) 

42.5 

(42.5) 

21.4 

(20.7) 

1.1 

(1.1) 

0.4 

(0.4) 

5.6 

(5.3) 

1.7 

(2.4) 

16.1 

(17.1) 

64.2 

(62.7) 

7.5 

(7.7) 

1.9 

(2.0) 

8.6 

(8.2) 

[15] 交通ネットワークの整備 
○広域交通ネットワークの充実・
強化 

○地域交通ネットワークの整備 

36.4 

(36.7) 

41.6 

(41.4) 

14.7 

(14.8) 

1.8 

(1.9) 

0.4 

(0.4) 

5.1 

(4.8) 

2.7 

(3.4) 

22.7 

(24.0) 

47.3 

(46.5) 

13.8 

(13.3) 

5.3 

(5.2) 

8.2 

(7.7) 

[16] 農林水産業の振興 
○農業の担い手の確保・育成 
○農産物の安定供給 
○農産物の需要拡大 
○生産性を高める農業の基盤 
整備 

○森林整備と森林資源循環利用
の推進 

○水産物の安定供給と需要拡大 
○漁業の担い手の確保・育成と生
産性を高める基盤整備 

41.3 

(41.5) 

38.3 

(38.6) 

14.2 

(14.0) 

0.7 

(0.7) 

0.3 

(0.2) 

5.2 

(4.9) 

1.2 

(1.3) 

14.5 

(15.1) 

60.8 

(61.2) 

11.2 

(0.7) 

3.8 

(3.7) 

8.5 

(8.0) 

[17] 県産品の振興 
○県産品の販路開拓 
○県産品の認知度向上 
○アンテナショップの充実・強化 

21.2 

(22.1) 

44.9 

(44.6) 

25.9 

(25.4) 

2.0 

(2.3) 

0.7 

(0.6) 

5.3 

(5.0) 

2.3 

(2.7) 

23.6 

(24.7) 

60.3 

(59.4) 

4.3 

(4.2) 

0.9 

(0.9) 

8.6 

(8.1) 

[18] 雇用対策の推進 
○安定した雇用の創出と就労支援
○働き方改革の推進 

41.3 

(42.7) 

38.5 

(38.4) 

13.4 

(12.7) 

0.5 

(0.4) 

0.1 

(0.1) 

6.1 

(5.7) 

1.8 

(1.9) 

15.8 

(16.9) 

59.2 

(57.5) 

11.1 

(11.7) 

3.0 

(3.2) 

9.2 

(8.7) 

[19] 外国人材の受入れ支援・共生
推進 

○外国人材の受入れ支援 
○外国人との共生推進 

12.4 

(13.9) 

31.1 

(30.7) 

39.6 

(38.4) 

7.2 

(7.3) 

3.4 

(3.7) 

6.3 

(5.9) 

1.5 

(2.1) 

13.3 

(14.6) 

69.8 

(68.2) 

4.6 

(4.7) 

1.7 

(1.8) 

9.2 

(8.6) 

[20] 環境の保全 
○脱炭素社会の実現に向けて地域と
ともに取り組む地球環境の保全 

○持続可能な循環型社会の形成 
○生活環境の保全 
○自然とともに生きる地域づくりの
推進 

○環境を守り育てる地域づくりの
推進 

○人と動物との調和のとれた共生社
会の実現 

34.0 

(34.4) 

41.0 

(41.3) 

18.0 

(17.6) 

1.2 

(1.1) 

0.4 

(0.5) 

5.4 

(5.1) 

1.8 

(2.4) 

20.4 

(21.7) 

62.7 

(61.6) 

5.6 

(5.2) 

1.2 

(1.2) 

8.3 

(7.9) 

[21] みどり豊かな暮らしの創造 
○暮らしを支えるみどりの充実
○県民総参加のみどりづくり 

26.2 

(26.8) 

43.7 

(44.0) 

22.4 

(21.9) 

1.4 

(1.3) 

0.6 

(0.5) 

5.8 

(5.5) 

2.4 

(2.9) 

27.2 

(28.7) 

57.0 

(55.6) 

3.8 

(3.9) 

1.2 

(1.1) 

8.4 

(7.9) 

[22] 活力ある地域づくり 
○都市・集落機能の向上 
○活力あふれる農山漁村の振興
○国際化の推進  

27.9 

(28.2) 

42.2 

(42.5) 

22.8 

(22.5) 

1.2 

(1.2) 

0.4 

(0.4) 

5.5 

(5.2) 

1.8 

(1.9) 

18.1 

(20.0) 

63.5 

(62.2) 

6.0 

(5.8) 

2.2 

(2.1) 

8.5 

(7.9) 

[23] デジタル化の推進 
○地域社会のデジタルトランスフ
ォーメーションの推進 

○デジタルトランスフォーメーショ
ンを支えるデジタル人材の育成 

23.1 

(24.4) 

37.6 

(37.6) 

30.8 

(29.9) 

2.3 

(2.2) 

0.7 

(0.6) 

5.6 

(5.3) 

1.4 

(1.5) 

12.9 

(14.5) 

67.6 

(66.3) 

7.5 

(7.3) 

2.3 

(2.4) 

8.5 

(7.9) 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値（単位：％） 

［ 分 野 ］ 
 

○各分野の施策 
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付問14 問33で＜満足度＞が「やや不満である」または「とても不満である」と答えた方

は、よろしければ、不満と思っている具体的な内容と、どのような改善が必要であ
るとお考えかをお答えください。 

 

問 34 計画の基本方針「多くの人が行き交い訪れたくなる香川をつくる『にぎわい１０

０計画』」の実現に向けて展開している[24]～[26]の分野について、あなたの＜重

要度＞と＜満足度＞を、それぞれ１～５のうち、あてはまる番号を１つだけ選んで、

○をつけてください。  

 

重要度 満足度 
と
て
も
重
要
で
あ
る 

ま
あ
重
要
で
あ
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

全
く
重
要
で
な
い 

無
回
答 

と
て
も
満
足
し
て
い
る 

ま
あ
満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満
で
あ
る 

と
て
も
不
満
で
あ
る 

無
回
答 

[24] 交流人口の回復・拡大 
○観光かがわの推進 
〇地域の活性化につながる交流の
推進 

30.6 

(32.0) 

43.0 

(42.4) 

19.2 

(18.8) 

1.6 

(1.6) 

0.7 

(0.7) 

4.9 

(4.6) 

2.3 

(2.6) 

25.6 

(26.4) 

59.2 

(58.1) 

4.3 

(4.7) 

1.3 

(1.2) 

7.3 

(6.9) 

[25] 文化芸術の振興 
○文化芸術を担う人づくり 
○文化芸術を育む環境づくり 
○文化芸術による地域づくり 

20.9 

(22.3) 

43.3 

(42.1) 

27.0 

(27.2) 

3.1 

(2.9) 

0.6 

(0.6) 

5.2 

(4.8) 

2.8 

(3.5) 

24.4 

(24.8) 

61.5 

(61.1) 

2.9 

(2.7) 

0.8 

(0.8) 

7.5 

(7.1) 

[26] スポーツの振興 
○スポーツ参画人口の拡大 
○競技力の向上 

20.0 

(21.3) 

43.0 

(42.2) 

28.3 

(27.8) 

2.8 

(2.9) 

0.9 

(1.0) 

5.0 

(4.7) 

2.2 

(3.0) 

20.4 

(20.6) 

64.7 

(63.3) 

3.8 

(4.5) 

1.5 

(1.6) 

7.5 

(7.0) 

 
 
付問15 問34で＜満足度＞が「やや不満である」または「とても不満である」と答えた方

は、よろしければ、不満と思っている具体的な内容と、どのような改善が必要であ
るとお考えかをお答えください。 

  

［ 分 野 ］ 
 

○各分野の施策 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値（単位：％） 
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計画の推進に向けて「子育て費用の社会的支援」、「男女共同参画」、「配偶者等か

らの暴力」、「節水」、「運動・スポーツ」に関する皆さまのお考えをお伺いします。 
 

問35 あなたは、子育てにかかる費用について、社会的支援がなされていると思います

か。次の中から１つだけ選んでください。 
 

  １ 十分である 6.6%( 6.4%) 

２ どちらかといえば十分である 26.5%(25.7%) 

３ どちらかといえば不十分である 23.4%(23.6%) 

４ 不十分である 15.8%(17.3%) 

５ 分からない 23.5%(23.0%) 

（無回答） 4.2%( 4.0%) 

 

問 36 あなたは、社会全体における男女の地位について、平等になっていると思います

か。次の中から１つだけ選んでください。 

  １ 男性の方が非常に優遇されている 8.8%( 9.4%) 

２ どちらかといえば男性の方が優遇されている 56.1%(54.4%) 

３ 平等になっている 13.0%(13.5%) 

４ どちらかといえば女性の方が優遇されている 5.7%( 5.9%) 

５ 女性の方が非常に優遇されている 0.7%( 0.8%) 

６ 分からない 12.3%(12.5%) 

（無回答） 3.5%( 3.4%) 

 

【事実婚や別居中の夫婦、生活の本拠を共にしている交際相手などを含む配偶者等からの暴

力（身体的暴力、精神的暴力、性的暴力、生活費を渡さないなど経済的暴力）を受けた経験

のある方にお聞きします】 

問 37 あなたは、あなたの配偶者等から暴力を受けたとき、誰かに打ち明けたり、相談

したりしましたか。次の中からあてはまるものをすべて選んでください。 
 
 

１ 公的な相談機関等に相談した（子ども女性相談センター、性暴力被害者支援センター 

「オリーブかがわ」、かがわ男女共同参画相談プラザ、警察、市・町役場、 

県福祉事務所など） 2.1%( 2.3%) 
２ 民間の専門家や専門機関に相談した（弁護士、カウンセラーなど） 1.0%( 1.2%) 
３ 医療関係者に相談した（医師、看護師など） 0.7%( 0.7%) 

４ 学校関係者に相談した（教員、養護教員、スクールカウンセラーなど） 0.7%( 0.8%) 

５ 身近な人に相談した（家族、友人、知人、職場の同僚など） 6.9%( 7.0%) 

６ その他 1.2%( 1.0%) 

７ どこ（だれ）にも相談しなかった 6.6%( 6.4%) 

（無回答） 83.1%(83.0%) 

  

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 
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問38 あなたは、普段の生活で節水をしていますか。次の中から１つだけ選んでください。 
 
 

１ 節水している 25.1%(23.6%) 

２ どちらかといえば節水している 54.6%(54.6%) 

３ どちらかといえば節水していない 14.5%(15.4%) 

４ 節水していない 2.1%( 2.6%) 

（無回答） 3.7%( 3.7%) 

 

問39 過去１年間に、運動やスポーツ（ウォーキング（例：散歩・ぶらぶら歩き・一駅 

歩き）、階段昇降、軽い体操（例：ラジオ体操・職場体操・美容体操）、野外活動（例：

登山・キャンプ・釣り）などを含む。）を行った日数はどのくらいありますか。次

の中から１つだけ選んでください。 
  

１ 週に３日以上 32.3%(31.9%) 

２ 週に１日～２日 25.9%(26.4%) 

３ 月に１日～３日 14.5%(15.3%) 

４ ３カ月に１日～２日 5.0%( 5.2%) 

５ 年に１日～３日 5.8%( 5.8%) 

６ 全く行わなかった 12.5%(11.6%) 

（無回答） 3.9%( 3.8%) 

  

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 
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ご協力ありがとうございました。質問はこれで終わりですが、お答えいた 

だいたことを性別や年代などで統計的に分析するため、あなたご自身のこと 

についてお聞かせください。 

 

 

F１ あなたの性別をお聞かせください。 

１ 男性 43.4%(42.8%) 
２ 女性 53.6%(54.1%) 
３ 無回答 3.0%( 3.1%) 

 

F２ あなたの年齢は、おいくつですか。

１ １８～１９歳 0.7%( 2.2%) 
２ ２０～２９歳 5.8%( 9.3%) 
３ ３０～３９歳 7.5%(11.1%) 
４ ４０～４９歳 12.6%(15.3%) 
５ ５０～５９歳 17.5%(15.5%) 

６ ６０～６９歳 22.6%(14.2%) 
７ ７０歳以上 31.0%(30.0%) 
（無回答） 2.4%( 2.4%) 

 
 

F３ あなたの職業は何ですか。次の中から主なもの１つを選んでください。 

１ 農林漁業を営んでいる（家族従業者も含みます） 4.0%( 3.8%) 
２ 商工業、サービス業、自由業などを営んでいる 

（家族従業者も含みます） 10.5%(10.9%) 

３ 会社、商店、官公庁などに勤めている（パートも含みます） 43.2%(44.5%) 
４ 主婦・主夫（家庭の中で家事が主な役割の方） 18.6%(16.9%) 
５ 無職（学生を含みます） 21.1%(21.4%) 
（無回答） 2.6%( 2.6%) 

 

F４ あなたは、現在の所で何年お住まいですか。次の中から１つを選んでください。

１ ３年未満 4.6%( 6.1%) 
２ ３年以上～１０年未満 12.3%(14.1%) 

４ ２０年以上 65.7%(60.0%) 
（無回答） 2.6%( 2.6%) 

３ １０年以上～２０年未満 14.8%(17.2%) 

 

 

 

 

 

 

 

  

たくさんの質問にご協力いただき、誠にありがとうございました。 

この調査票は、三つ折りにして同封の返信用封筒に入れ、６月１９日（水）まで

に、切手を貼らずにポストにご投函ください。 

調査票を使わず、インターネットで回答する場合には、裏面をご覧ください。 

本調査結果につきましては、１２月下旬に県ホームページに掲載予定です。 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 

※（）内の割合はウェイトバック集計した値 
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        インターネットでご回答いただける方へ 

 

 このページは、パソコンやスマートフォンなどを用いてインターネット経由で回答さ

れる方へのご案内のページです。本調査票にご記入いただきポストに投函される方は、

インターネットでの回答は不要です。 
 

 インターネットによる回答方法  

 インターネットによる回答は、「香川県電子申請・届出システム」を利用してご回答い

ただきます。 
 

☛① 以下のＵＲＬ（アドレス）を直接入力、または右下の二次元コードを読み込んでア

クセスしてください。 

  https://apply.e-tumo.jp/pref-kagawa-u/offer/ 

offerList_detail?tempSeq=5541 

 

スマートフォン用二次元バーコード→ 

 

 
 

☛② 回答入力画面で、最初の設問である「調査票番号」の欄に、以下の６桁の英数字を

入力してください。 

調査票番号 
 

※重複回答防止のために入力していただくもので、 

これにより個人が特定されることはありません。 

 

☛③ 設問に沿って回答してください。 
 
 

☛④ 全ての回答が入力できましたら、ページ下部の「確認へ進む」ボタンをクリックし、

内容確認後に「申込む」ボタンをクリックしてください。以上で回答は終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

たくさんの質問にご協力いただき、誠にありがとうございました。 

使わなかった本調査票や封筒は破棄していただいて構いません。 

本調査結果につきましては、１２月下旬に県ホームページに掲載予定です。 

 


